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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 本日まで救急当番日となっています。入院があった場合は、８号室の北山様に大部屋に移って頂き、８号室を提供する。

· 本日より、定期採血行なっています。安全に実施できるよう、環境調整をしてから行なう。

· 本日、15：30～　4Ｆユーティリティにて「メンバーシップ」の研修があります。

· 畑中　成夫様～院長より指示あり、短時間でも退室時間をつくるようにとのこと。

· 馬場　基弘様～昨日、嘔吐あり。多飲による嘔吐の可能性がある為、水分摂取量の確認をし

コップ１杯200ｍｌを1回とし、検温表へ記載する。

・小泉　きみ様～デキスターの指示箋は3/8～3/14まで、川端Ｄｒより指示箋出ています。

ｉｎ，ｏｕｔは各勤務帯にて記載し、準夜帯でトータルを算出する。

　日勤帯でエンシュアと白湯を流すことになっているが、白湯を流せなかった

　場合はエンシュアのみを流したことを記載し、準夜勤務者へ申送る。

ハルンバックへの排尿は各勤務帯で廃棄する。

夜間、熱発があった場合は有資格者へ相談し、必要時は水分補給やクーリングの判断を仰ぐ。

＜院長不在中の報告事項について＞

· 患者様の面会票や外出泊希望は特に支障のない場合には、在院しているＤｒに確認をとる。

ただし、初外泊など主治医に確認をとったほうがいいと考えられる場合はメールで院長に報告し、事前に了承を得る。

· プログラム不参加届けは当日出勤のＤｒに報告、確認していただく。

· 患者様の状態報告や指示確認は、緊急の場合には在院するＤｒに報告、指示を受け速やかに対処する。その上で、院長に経緯とその結果をメールで報告する。時間的に余裕があるものであれば、院長にメールで現状報告し、指示を確認する。その際には、江刺家課長に同様のメールにて状態報告をする。

· 患者様の検査伝票は三川Ｄｒの確認後、江刺家課長に提出する。

· 定期処方箋は、余裕を持って江刺家課長に提出する。

· リハビリテーション関連の企画書や行事企画書は江刺家課長に提出する。

· その都度判断に迷うものは、主・副主任に確認する。

（不在時、リーダーは看護課長に確認のこと）

＜隔離室使用の患者様＞

・畑中　成夫様：突発行為は見られず、睡眠の確保され服薬もスムーズに出来ている。

　　　　　　　　「神」に関する妄想要発言なく、叫ぶ行為も見られない。

↓

　ケアの方向性：突発行為みられない事や、睡眠がとれていることは評価して行く。主治医指示にて本日より、短時間（5分か10分程度ずつ）の退室時間をつくり退室中の様子を要観察し記録する。明日、採血実施する際にどのような状態で対応することができているか、また、入浴時の状態に留意し観察する。

＜措置入院患者様について＞

北山　幸博様～　2/10に東Ａ一般に移動。スタッフに「話を聞いて欲しい」との訴えや不満等、

　　　　　　　話されていたが最近では、文面にての訴え多く見受けられる。書き直したいと、一度本人へ返しているが、再度同様の文面で２枚の手紙にて措置や洗濯物に関する不満を訴えてきている。睡眠時間は増えてきている。

　　　　　　　　

安達　貴浩様～　親へ私物要求の電話を頻回にかけているが、要求が通らないことが多く親と喧嘩になることがありと話すが、面会時には比較的に穏やかである。また、通帳を作り金銭を自己管理したいとの要求があったがケースワーカーとの話し合いの結果作らないと。

佐藤　節子様～「自分の中でバランスをとれるようになってきた」と話しており、プログラムにも休まず参加出来ている。金銭面にて「買い物をすることでストレス発散している」と、多額に買い物することあり。出来ていることへの評価は行い、私物発注の要求時には本当に必要な物なのか確認する。

＜川端先生の患者様について＞

小泉　きみ様　～　カンジダ（+）の為、明日小坂Ｄｒに診察、指示を受ける。

　　　　　　　　　血糖測定は、値が一定していない為継続する。

板垣　富蔵様　～　本日よりテグレトール投与。効果がでるまでの数日間、落ち着きがなくなるので要観察とし、ふらつきや転倒に注意する。

佐々木　みね様　～　拒薬、吐薬はないも本人から薬の必要性の理解得られず、本人へデポ　　　　　　剤の説明行い了承得られれば導入していきます。







